
昭

和

川町

年

度

平

城

宮

発

掘

調

査

概

報

昭
和
的
年
度
に
お
け
る
特
別
史
跡
「
平
城
宮
跡」
の
発
掘
調
査
は
第
ロ
次

ue
・
お
次-
U
次・
mm
次・
幻
次
に
わ
た
り、
こ
の
ほ
かん品川
内民
間
必
保
険
保
持

セ
ン
タ
ー
辿
設
予
定
地
の
泉
色
訓
作
を
奈
良
県
教
行
委
μ
会
に
協
力
し
て
災
施
し

E-。手h第
ロ
次
補
足
調
査
は、
第
二
次
内
袈
問
辺
の
整
備
計
画
に
と
も
な
う
も
の
で
あ

る。
第
部
次・
辺
次
調
査
の
目
的
は、
前
年
度
か
ら
の
継
続
で
あ
る
宮
城
四
至
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た。
さ
ら
に
卸
幻
次-
m
次
調
査
は、
今
ま
で
調
脊一

を
し
て
い
な
い
却一
次
内
衷
組
定
地
域
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
っ
た。
そ
れ
ぞ
れ

の
訓
抗
回
次、
地
区
名、
加
川、
而
加
に
つ
い
て
は
節
1
去
を
参
照
さ
れ
た
い。

第
昭
次
補
足
調
査

第
2

次
内
裏
南
面
築
地
回
廊

調
査
地
域
は、
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
調
査
し
た
第
二
次
内
・誕
内
郭
の
中
央

南
部
で、
昭
和
泊
年
の
調
査
で
は、
南
而
築
地
回
廊
の
北
側
雨
落
務
ま
で
検
出
し

た
が、
今
回
の
補
足
調
査
に
よ
っ
て、
回
廊
基
坦
と
間
川
と
の
規
肢
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
山
来
た。
た
だ
し
法
喧
南
側
は
後
世
の
似
凶引
を
こ
う
む
っ
て
お
り、

基
担
北
縁
も
大
正
日
年
の
保
存
工
事
の
際
作
ら
れ
た
併
で
削
り
取
ら
れ
て
い
た。

南
而
築
地
回
廊
ω
の
EO

回
廊
は
複
廊、
す
な
わ
ち
築
地
の
両
側
に
廊
を
そ

な
え
た
形
式
で
あ
る。

門
の
東
西
に
接
続
す
る
凶
間
分
と
2
問
分
と
を
検
出
し

た。
東
西
位
間
は
ほ
X
等
間
隔
で、
平
均ω-
a
m
あ
る。
築
地
本
体
の
幅
員
は、

平
城
宮
発
旧制
調
査
概
報

〆「
祁i

京
部
でH・
8
m、
門
の
両
脇
でH-
s

m
あ
り、
門
の
附
近
が
や
と
仏
く
な

っ
て
い
る。

市叫
柱
悦
石
の
大
き
さ

は、
ほHA
方
叫
叩、
厚
さMM・m
m
を

測
る。
そ
の
中
の一
箇
に
は
小
納
穴

ロん

が
あ
っ
た。
築
地
本
体
の
構
築
は、

ね

ま
ず
築
地
位
位
の
法
成
而
を
叩
き
回
附

め、
添
れ
を
立
て、
約
叩
m
の
日
さ

湖
ヂ別

ま
で
版
祭
を
重
ね
る。
そ
し
て
凝
灰
攻

岩
の
中首
位
踏
石
を
据
え
つ
け、
廊
床
似

而
と
そ
ろ
え
た
あ
と、
本
体
を
杭
み
附

あ
げ
た
も
の
で
あ
る。
寄
位
礎
石
の

を

外
側
は、
築
地
の
弦
間
に
そ
ろ
え
て
日庁ヨ

い
る。
廊
の
部
分
は、
ぃ火
部
で
は
地

2

山
而
を
削
り、
第
9
次
湖
托
に
よ
っ

て
磁
認
し
た
神
明
野
古
凶
の
附
涼
・部

に
あ
た
る
西
部
で
は、
成
土
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て、
東
西
の
高
さ
を
調 平

城
宮
跡
発
掘
調
査
部
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挫
し、
そ
の
上
に
此
色
土
を
の

せ
叩
き
問
め
て
あ
り、
北
而
同

廊
と
ち
が
っ
て、
政
石
の
存
在

は
総
認
出
米
な
か
っ
た。
床
面

20M 

�12 次l付災l釘而策.It!!回廊

は、
築
地
を
は
さ
ん
で
両
側
に

綬
る
く
傾
斜
し
て
い
る。
廊
の

側
柱
位
置
は
築
地
心
か
らω・
2

m
に
あ
り、
ぃ米
・市
で
検
出
し
た

綱
方
三
箇
の
中
二
簡
に
は、
方

形
に
並べ
た
恨
石
が
の
こ
っ
て

い
た。
他
万
四
部
で
は、
思
七

の
た
め、
礎
訂
依
位
を
蛍
掘
り

し、
そ
の
中
に
バ
ラ
ス
と
粕
七

を
互
閉
に
し
て
地
閉
め
を
お
こ

な
っ
て
い
る。
し
か
し
位
か
れ

た
似
石
は、
大
部
分
が
取
り
去

ら
れ
て
い
た。

閉
門
ω
∞ω
30
こ
の
門
は

内
説
中
軸
線
上
に
あ
っ
て
親
柱

お
よ
び
市
側
柱
の
除
問
はム・m
m
あ
る。

親
仲代
の
似
お
に
北
接
し
て
腕
民
計
得
位

礎
石
浜
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
門
は一
間
分
の
み
で、
築
地
が
そ
の
す
ぐ
協
に

と
り
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た。
ま
た
門
の
北
半
の
床
に
は、
数
石
を
し
き

つ
め
た
ら
し
く、
そ
の
三
間
分
に
凝
灰
岩
の
粉
末
が
散
布
し
て
お
り、
回
腕
床
而

，。。

第 1 1:.4 

よ
り
約
m
m
低
く
か
っ
た。
な
お
こ
の
・挺
跡
は
南
側
に
は
な
い。

出
土
泣
物
に
は、
土
保
と
粁
瓦
叩
数
点
と
拍
愉
が
あ
る。
瓦
の
な
か
に
は
表
府

よ
り
出
土
し
た
「
趨
対
寺
口
堂」
と
記
し
た
軒
丸
瓦
が一h白…
あ
っ
た。

前
向
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て、
第
二
次
内
裂
の
倒
立
柱
問
廊
は、
二
同
の
建
て

か
え
の
あ
っ
た
こ
と
が
縦
認
さ
れ
て
い
る
が、
今
問
の
調
公
で
は、
築
地
回
廊
に

そ
れ
は
な
か
っ
た。
す
な
わ
ち、
門
か
ら
点
へ
9
間
H
の
柱
列
は、
内
袈
正
殿
を

阻
む
掘
立
位
回
廊
ω
の
お吋
の
西
側
住
列
と一
致
し、

m
間
口
の
柱
列
は、
ω
の

お吋
よ
り
新
し
い
柵
ω
〉M
お
と
も一
致
す
る。
こ
の
こ
と
か
ら、
こ
の
府
間
築
地

川
廊
が
少
く
と
も
二
時
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
と
忠
わ
れ
る。

第
目
次
調
査

宮
妓
西
面
中
門

第
お
次
調
査
は、
宮
滅
菌
而
の

小
門
と
そ
の
内
側
に
沿
う
制
長
い

区
械
を
発
侃
し
た。
そ
の
結
果
西

耐
中
門、
掘
立
純
建
物
4
棟、
柵

列
7
条、
井
戸
2
基、
満
3
条
を

検
山
し
た。

同
而
小
川
ω
∞ω由。。
は
ぷ
問
問

側
の
大
半
が
道
路
の
下
に
あ
る
た

め、
東
半
部
だ
け
を
発
掘
し
た。

瓜
附一
上
郎
は、
か
な
り
後
陀
の
削

平
を
受
け
て
い
た
が、
抑
り
込
み

の
基
礎
地
固
め
を
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
た。
基
礎
地
固
め
は
基
ぃ肱

-... 
'ゴ『ーニベ\
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部
で
約
印
叩

ほ
ど
残
っ

て
お
り

資
制
色
粘
土 、

ハ

ラ
ス

な
ど
で

交
互
に
版
策
さ
れ

て
い
る
状
況
が
明
確
に
み

ら
れ
た

。

基
町
の
大
き
さ
は
南
北
幅
約
巴-
m
m

、

東
西

帆
は

門
の
四
半
が
道
路
下
に

あ
る
た
め
不
明
で
あ
る
。

節
目
次
調
査
の
西
而
南
川

で
は

南
北
約
MM
m

、

東
西
師
は
築
地
大
垣
の

復
原
か
ら
H
m

と
推
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
較
べ

る
と

こ
の

門
の

東
西
幅
は 、

や
L

小
さ
い

規
校
で

あ
っ

た
と
考
え

る
。

門
に
と
り
つ

く
凶
而
築
地
大
厄一
は 、

築
地
本
体
が
道
路
の
下
に

あ
り

調
査
で
き

な
か
っ

た 。

ま
た
犬
走
り
も
門
を
中
心
と
し
た
南
北
の
大
部
分
の
と
こ
ろ
で
は

、

完
全
に

削
平
さ
れ
て
い
た

。

し
か
し
調
査
地
肢
の

南
で
は

、

約
m
m
に
わ
た
っ
て

確
か
め
る
こ

と
が
で
き 、

そ
の
一

部
で
は
抑
込
み
地
問
め

の

版
築
ω
〉

5
2
を
認

め
る
こ
と
が
で

き
た

。

私
篠
川
水
系
の

旧
河
辺
ω

〉己
勾
∞
は 、

調
査
地
域
の

南
半
部
を
占
め
て
お
り
、

宮
城
造
営
の

際
に
は
国
立
て
て
い

る
こ

と
が
わ
か
っ

た 。

河
辺
は
こ
の

地
点
で
西

か
ら
南
方
向
へ

折
れ
山
り 、

南
に
援
す
る
第
四
次
調
査
地
成
へ

続
い
て
い
る 。

柵
ω
〉
8
8
と
ω
〉
自
由
。
は

門
の

東
日
m
の
と
こ
ろ
で

Z
o
m

以
上
に
わ
た
っ

て
い
る 。

ω
〉
自
由
。
の

北
端
は
土

級
ω
同ハ
8
8
に
切
ら
れ
て
お
り
、

確
認
す
る
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た 。

し
か
し

門
に
対
し
て
ω
〉
8
8
の

南
端
と
対
称
の

位
世
に

第 3 図
i:i127次;ailjliバに樋1Iì''it長

平
城
宮
発
扱
調
査
概
報

あ
っ

た
と
す
れ
ば

、

3
間
分
が
削
除
さ
れ 、

中
門
の

正
而
で
8
山
分
が
開
放
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る 。

こ
の

柵
は
門
と
同
附
則
の

も
の
と
考
え
る
が 、

山川
列
の

南

端
部
で
は

、
ん品川

良
時
代
の

弛
地
問
と
さ
れ
る
政
制
色
土
の
下
か
ら
位
穴
が
穿
れ
て

い
る
の
で 、

平
滅
宮
造
岱
の

比
般
的
古
い

附
則
の

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
京
へ

m
m

隔
て
て
ω
〉

呂
田
・

ω
印
可
・

8
8
が
平
行
し
て
走
っ
て
い
る

が 、

い

ず
れ
も
そ
の

相
互
関
係
は
明
ら
か
で
な
い

。

そ
の
う
ち
ω

〉
包
可
は
第
四

次
調
査
で

検
出
さ
れ
た
柵
列
に

統
く
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
こ
の
柵
は
ω
∞
ω
g
o

に

先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

南

北
方
向
の

柵
列
に
対
し 、

ω
〉
ω
印
告
と

ω
〉
ω
E
N
は

東
西
方
向
に

連
続
す
る

も
の
で
あ
る
。

前
者
は

旧制
立
位
建
物
ω
∞

自
由
。
と
い行
並
び
の
一

致
か
ら 、

同
時
期
と
考
え
ら
れ
る 。

州
立
位
建
物
の
う
ち
ω

∞

自
由
也
を
除
く
3
械
は

、

い

ず
れ
も
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
は
な
か

っ

た 。

ほ
か
に
こ
の

地
成
で
は

、

一千
城
宮
以
前
お
よ
び
以
降
の

追
桃
が
あ
る
。

平
以
官
以
前
の
遺
構
と
し
て
は

、

発
問州
地
域
の
ほ
X

中
央
を
斜
め
に
二

条
の

術

ω

0
8
N
0
・

8
3
が
繊
切
っ
て
い
る

。

こ
の

極
の

備
の
形
態
は 、

第
M
次
調
抗
で

住
居
祉
税
と
共
に

検
出
さ
れ
た

も
の
に
類
似
し
て
い
る 。

造
物
は
上
岡山
造
物
に

弥

生
式
土
然 、

土
師
探
な
ど
混
在
し
て
い

た
。

秋
篠
川
旧
河
道
に
は

堆
杭
砂
庖
を
掘

り
込
ん
だ
土
抜
ω

穴
ω
m
g
が
あ
り 、

そ
こ
か
ら
は

布
印
式
(
土
師
協〉

の

土
採
が
出

土
し
た 。

平
以
宮
以
降
の

も
の
と
し
て
発
抑
地
域
の
各
所
に
瓦
総
の

包
合
間
が
あ
り
、

平

以
山出u
・廃
絶
後
の

生
活
聞
を
検
出
す
る
こ
と
が
で

き
た

。

侃
立
住
建
物
ω
∞
ω
明
白
由
は

そ
の

同
期
の

建
物
と
さ
れ
る
。

井
戸
ω
開
ω
g
m
・

8
8
は
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
る 。

前
者
は
方
l
m
の

木

枠
が
わ
ず
か
に
残
り 、

後
者
は

肢
に

山
物
の

痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た

c

位
穴
も
小
さ
く 、

中
か
ら
瓦
総
の

出
土
も
あ
り 、
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全
体
と
し
て
出
土
造
物
は
少
吐
で
土
様、
屋
瓦
の
ほ
か
は
な
か
っ
た。

第
目
次
調
査

第一
次
内
裏

第
訂
次
調
査
地
域
は、
宮
携
の
ほ
ど
中
心
部
北
半
に
あ
た
り、
第一
次
内
裏
想

定
地
峡
で
あ
る。

倹
出
し
た
主
な
遺
構
は、
建
物
3、
柵
5、
廊
1、
築
地
2、
溝
口、
橋
1、

門、
士一
扱
な
ど
で
あ
る。
基
本
的
に
は
少
く
と
も、
造
営
期
を
A・
B-
C
の
三

時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る。

A
期

A
則
に
制
す
る
逃
桝
に
は、
南
北
築
地.
築
地
西
側
の
二
条
の
東
西
柵、
築
地

東
側の
東
西
柵、
そ
れ
に
付
制
す
る
門、
東
西
総
〈
下
回附〉
、

凝
灰
岩
陥一
束、
玉

石
杭
暗
渠、
南
北
大
部
〈
下
回〉
そ
の
他
が
あ
る。

南
北
築
地ω
〉ω∞。。
は、
発
明
地
域
の
中
央
を
南
北
に
此
ぬ
い
て
お
り、
さ
ら

に
北
と
南
と
に
延
び
る。
発
見
し
た
の
は、
基
礎
固
め
の
み
で
あ
る。
築
地
本
体

は
幅
2
m
で、
東
西
に
犬
走
り
〈
制。・山m)
と
桝
(
析。
ムm)
と
を
そ
な
え
て
い

る。
築
地
西
側
に
あ
る
二
条
の
東
西
柵
ω
〉ω∞om・
ω
〉ω∞
冨
は、
M
m
間
隔
で

平
行
し、
い
ず
れ
も
位
間ω・mmm
あ
る。
東
端
は
南
北
築
地
ω
〉ω∞00
に
と
り
つ

い
て
お
り、
西
端
は
発
掘
地
域
外
に
延
び
て
い
る。
築
地
の
京
に
は
柵
ω
〉ω∞om

の
ほ
ど
束
延
長
線
上
に
柱
聞
い
g
m
等
聞
の
東
西
柵
ω
〉
可∞。
が
あ
る。
そ
の
西

端
は
築
地
に
と
り
っ
き、
京
端
は
南
北
大
部
ω
Uω
コ切
に
た
っ
し
て
い
る。
こ
の

東
西
柵
の
中
央
に
柱
間ム・M
m
の
門
が
あ
る
門
の
柱
穴
に
は
礎
板
が
の
こ
っ
て
い

た。
柵
ω
〉ω吋∞。
の
南
側
に
は、
築
地
の
西
側
か
ら
は
じ
ま
り、
南
北
大
潟
ω
。

ω
コ切
に
注
ぐ
東
西
構
ω
ロω
3m
(
幅。
吋m〉
が
あ
る。
こ
の
栴
は、
門
の
前
で
は

玉
石
駅
陥
渠
と
な
っ
て
い
る。
そ
の
他
A
期
に
屈
す
る
遺
構
と
し
て
は、
発
掘
地

制-­i

 

ao a ， s u働• 

ロ

域
東
南
で
検
出
し
た
柱
穴
2
個
ω
×ω
芯∞
が
あ
る。
ひ
と
つ
の
政
に
は
礎
板
が
の

こ
っ
て
い
た。
南
北
大
慌
に
か
か
る
橋
ω
×ω
芯。の
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が、
そ

の
凶
の
道
路
放
を
東
西
柵
ω
〉
苛∞O
の
門
と
関
連
さ
せ
る
な
ら
ば、
A
期
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

B
期
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的判レ」百nH、

T『
斗ペP且

石
敷
南
北
部
〈
下
肘〉
、

京
椀
府
北

B
則
に
出
す
る
泣
榊
に
は、

出、
土
扱
な
ど
が
あ
る。

南
北
廊
ω
の
当
ヨ
は、

法
坦
中
央
に
住
山ι・
2…
等
聞
の
柱
列
が一
列
あ
る
だ

け
の
廊
で、
A
期
の
築
地
ω
〉ω∞。。
と
重
復
し
て
検
出
し
た。
廊
は
発
掘
地
峡
の

南
北
に
貫
き、
そ
の
北
と
南
は
発
掘
地
域
外
に
延
び
て
い
る。
基
・む〈一似
6m)
の

築
成
に
は一
部
旧
築
地
を
利
用
し
て
い
る。

悲
出
の
両
側
に
は、
幅ω・ω
m
の
犬

走
り
と
み
ら
れ
る
部
分
が
あ
り、
東
側
で
は
素
侃
り
南
北
梢
ω
U
匂
訟
が
あ
る。

B
期
に
制
す
る
逃
桝
と
し
て
は、
他
に
京
北
部
に
土
峨
ω円ハω吋印日・
ω
同ハω吋印由・

京
南
部
に
ω
穴ω吋ω。、
中
央
に
ω
宍
匂
告
が
あ
る。

nu
mN

 

E
則
に
属
す
る
泣
椛
に
は、
木
樋
陥
渠.
石
敷
南
北
術
(
上
川)、

南
北
大
間

〈
上
肘)
、
脱
会
等
が
あ
る。

木
樋
陥
渠
ω
ロω
30
は、
南
北
・郎
ω
門
出
司
法
国
西
側
の
石
政
南
北
間
ω
ロ
可

申。
か
ら
の
流
れ
を
う
け
て、

京
の
南
北
大
桃
ω
Oω
コ切
(
上
肘〉
に
注
ぐド県
西
引

m
の
陥
渠
で
あ
っ
て、
木
樋
7
本
を
あ
い
つ
ら
ね
て
い
る。
石
敷
南
北
総
ω
Uω吋

由O
(
上
肘)
の
木
樋
暗
渠へ
の
取
水
口
は、
石
放
を一
部
低
め、
そ
の
南、

北
端

を、
特
に
礁
を
縦
杭
み
に
縁
ど
り
し、
水
の
流
入
を
容
易
に
し
て
い
る。
南
北
廊

ω
の
可
ヨ
基
厄
上
に、
N・Mm
等
閣
の
南
北
柱
列
ω
〉ω
弓日
が
5
条
検
出
さ
れ
た。

の
位
列
と
み
ら
れ
る。

東
二
条
が一
対
を
な
し、
四

こ
れ
は
曜
舎
(
仮
設
建
物〉

の
三
条
の
う
ち、
東
の一
条(
五
条の
中
央の
糸)
と
西
の
二
条
と
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に

な
っ
て
お
り、
都
合
3
聞
の
仮
設
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
他
に
こ
の
町
則
に

属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に、
南
北
出
ω
Oω
コm
の
凶
に
沿
う
柱
山N・ω∞
m
等

間
の
柵ω
〉ω
目。
が
あ
るc

平
城
山白
発
制
調
査
概
報

C
期

C
則
に
附
す
る
迫
桃
に
は、
築
地、
柵
等
が
あ
る。
築
地ω
〉ω∞
呂
は、
調
査

地
成
中
央
を
北
か
ら
延
び
て
凶
へ
曲
っ
た
現
存
の
土
塁
が
そ
れ
で
あ
る。
東
而
の

築
地
は、
B
期
の
南
北
廊
基
一山
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り、
南
面
の
築
地
は、
二

条
の
東
西
柵
ω
〉ω∞O印
と
ω
〉ω
巴∞
の
中
軸
線
上
に
築
成
し
た
も
の
で
あ
る。
南

而
築
地
は
比
較
的
良
く
基
底
部
〈
幅2
m〉
が
の
こ
っ
て
い
る。
こ
の
南
面
築
地

の
南
に
接
し
て
併
(
師
1m〉
が
あ
り、
さ
ら
に
南
に
犬
走
り
様
の
基
胆
(
腕ω
ω

m)
を
そ
な
え
て
い
る。
南
町
築
地
の
東
端
近
く
に
は、
凝
灰
岩
陥
渠
ω
Oω∞】印

が
あ
る
が、
こ
れ
に
後
続
す
る
桝
は
削
平
を
う
け
て、
築
地
の
南‘
北
に
も
現
存

し
て
い
な
い。
当
地
峡
南
半
部
に
は、
一ド
向
に
山
るN・
8m
等
山
の
柵
ω
〉
勾
ち

が
あ
る。
そ
の
京
而
に
は、
門
と
み
ら
ら
れ
る
れ
川町・∞m
の
例
所
が
あ
る。

以

上
あ
げ
た
追
桝
の
ほ
か
に、
町U
則
と
C
則
と
の
山
の
も
の
と
し
て、
南
凶
-m
の
轍

ω
V内ω叶∞印.
石
敷
南
北
部
の
四
方一
而
に
肢
か
れ
た
バ
ラ
ス、
南
町
築
地
南
側
の

不
整
形
の
泌
ω
口
当
宮
が
あ
る
が、
こ
れ
ら
は
発
御
の
所
見
か
ら、
C
則
の
構
築

に
閃
係
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る。

A・
B-
C
各
則
の
う
ち、
B
期
に
つ
い
て
は、
南
北
廊
東
犬
走
り
上
で
多
量

に
倹
出
し
た
軒
瓦
が
8
8・
S
E・
∞白
E
|
C
で
あ
る
こ
と
か
ら、
そ
の
年
代
を

第
2
次
内
裏
の
時
期
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る。
し
た
が
っ
て
A
期
は
第
1
次

内一
一以
の
時
期
に、
ま
た
C
期
は
平
城
上
皇
の
年
代
に
想
定
で
き
る。

従
来
第
1
次
内
哀
の
築
地
回
廊
痕
跡
と
想
定
し
て
い
た
現
存
の
土
塁
は、
時
期

の
さ
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。
し
か
し
そ
の
築
地
の
直
下、
お
よ
び

南
延
長
線
上
に、
南
北
築
地
の
基
底
部
を
確
認
し
た
こ
と
は、
出
1
次
内
兵・
判

立
院
の
京
を
画
す
る
築
地
の
可
能
性
が
あ
る。
ま
た
雨
前
築
地
を
は
さ
む
2
条
の
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東
西
柵
は、
内
長
内
部
を
画
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

以
上
の
結
取
の
ほ
か
に、
平
城
宮
以
前
の
追
椛
と
し
て、
凶
南
部
の
併
ω
Oω叶

叶N.
土
城
ω』ハω寸∞ω、
方
位
を
無
視
し
た
建
物
二
棟
ω
∞ω
ヨω・
ω
∞ω寸
豆、
酉

北
部
の
土
脇
ω
穴
目。∞・
ω
穴
可申申
が
あ
る。
時、
七
臓
は
古
墳
時
代
に
出
し
て

お
り、
こ
の
建
物
も
そ
の
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る。

出
土
造
物
は、
瓦、
場-
土
様、
木
問、
住
線、
礎
板、
木
悩
な
ど
が
あ
る。

瓦
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で、
新
に
8
8-
S
E
1
2
2
の
の
組
合
わ
せ
を
み
と

み
た。
木
簡
は、
土
扱
ω
同ハω寸ωO
か
ら
検
出
し
た
も
の
が
2
点
あ
っ
て、
-
点
に

は
「
角
根」
の
貼一
A
が
あ
っ
た。
木
樋
は
辿
築
材
を
転
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で、
柱
の
ほ
か、
桁
を
転
用
加
工
し
た
も
の
も
あ
る。
な
お
木
樋
の一
部
(
3
本〉

は、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
部
と
協
議
し、
防
腐
処
位
の
上
現
地
に

保
存
す
る
こ
と
に
し
た。

第
四
次
調
査

第
1

次
内
裏
西
方
隣
接
区

調
抗
地
成
は、
佐
紀
池
の
十間
に
あ
た
る
い
ち
だ
ん
低
い
区
成
で
あ
っ
て、
小
字

「
池
尻」
に
属
し、
第一
次
内.
袋
想
定
地
域
の
西
側
で
あ
る。
追
憐
と
し
て
は、

出、
土
扱
の
ほ
か、
柵
三
条
を
検
出
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た。

発
掘
地
域
東
部
で
は、

南
北
に
売
る
柵
ω
〉ω∞
包
|
〉
〈
住
川M-∞印m)
と
ω

〉ω∞
包
|
切
〈
柱
間同・
8m)
を
重
複
し
て
倹
出
し
た“

ま
た、
こ
れ
ら
か
ら
凶

へ
約ι・∞m
は
な
れ
て、
南
北
の
柵ω
〉ω∞mm
(
怜
川2
m)
が
あ
っ
たυ

・本
地
域
西
部
は
束
・部
よ
り
約
1
m
ほ
と
低
く、
東
よ
り
に、
発
掘
地
域
外
に
延

び
る
南
北
部
ω
ロω∞N切(
約3
m)
が
あ
る。
西
方
か
ら
こ
の
桝
に
注
ぐ
東
四
桝
2

条
ω
Uω∞ω∞
(
約H・
2〉
、
ω
ロω∞
包(
約H-mm)
は、

そ
の
京
半
部
で
土
旗
ω

穴
お
お
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
破
峻
さ
れ
て
い
るω
土
州側
ω
ロω∞ωω
は、
霊
能
し
昨

そ
の
ほ
か、
発
掘
地
成
中
央
に
L

字
状
に
曲
る
務
ハ
帆0・mm〉
ω
U
混

合
と
西
端
に
地
域
外
に
延
び
る
京
商

務
S
Uω∞
合
が
あ
る。

平
以
宮
以
前
か
と
忠
わ
れ
る
泣
併

に、
発
掘
地
液
中
央
を
斜
め
に
よ
ぎ

る
持
ω
ロω∞
ち
(
一也
ふm)
が
あ
り

出
版
よ
り
弥
生
式
後
則
の
土
総
片
を
検
出
し
た。

出
土
造
物
は
少
な
い
が、
お
も
な
も
の
と
し
て、
南
北
併
ω
ロω∞
尽
か
ら、
木

製
百
万
搭
未
完
成
品
1
正
行
絵
参
照)
、
木
製
漆
製
柄
頭、
木
m
u
点
が
あ
る。

そ
の
ほ
か
土
探.
瓦、
円
席、
府
等
が
あ
っ
たu
以
上
の
先
制
結
果
か
ら、
泣
跡

の
性
絡
を
判
断
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い。
巡
回附・
泣
物
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ

と
が
当
地
峡
の
特
徴
で
あ
り、
さ
ら
に
今
後
の
隣
控
地
域
の
捌
査
成
果
を
ま
つ
も

の
で
あ
る。

集
す
る
土
放
が
ひ
とつ
に
な
っ
た
も

の
で、
局
部
的
に
苦
し
い
抗
の
花
推

前
を
検
出
し
た。
削
平
を
う
け
て
底

石
だ
け
を
の
こ
す
玉
石
碑
ω
Uω∞
ピ

は、
流
出
口
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に

AA門
官
作
り
の
木
組
版
設
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ら、
陥
渠
で
あ
っ
た
こ
と
が
般

祭
さ
れ
る。

第
幻
次
調
査

宮
城
東
南
隅
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先
制
地
域
は
宮
城
の
い氷
雨
削
で 、
点一
一切
大
路
と
二
条
大
路
の
交
注
す
る
場
所

に
あ
た
る 。
そ
の一
部
が
国
道
剖
号
線バ
イハ
ス
予
定
地
と
な
っ
た
た
め 、
緊
急

淵
上引
を
行
っ
た 。

先
制
の
紡
民 、
こ
の
地
域
は
後
世
の
削
平
に
あっ
て
い
た
が 、
点一
一切
大
路・

二
条
大
路
敷 、
旧制
立
柱
建
物
4
隙 .
楠
2

列 、
築
地
2

糸 、
持
8

糸 、
僑
2
基 、

井
戸
1

基
の
各
遺
構
を
検
出
し
た ν

先
制
地
棋
の
北
凶
却
で
は い米
凶
に
流
れ
る
端
(
上
側
紘 一肌M-∞m 、
以
下の
数他は

川
じ
部
分の
榔
制)
が
定
っ
て
い
る 。
こ
れ
は
m
M
次
訓
代
ハ
・円
減
内嗣削)
の
際

に
発
見
さ
れ
た
術ω
O
ロ印Oに
巡
ら
な
り 、

%
以
前 日
間
の
外
刷
と
巧
え
る
も
の
で

あ
る 。
備
は
さ
ら
に
ω
O
EHO
G-∞m)
と
合
流
し 、

東
ヘ
ロ
m
を
隔
て
L
調
査

地
域
を
南
北
に
貫
通
す
る
椛
ω
り
ち
8
2・um)
に
後
続
し
て
い
る 。
前
者
は 、

第
幻
次
南
地
区
(
宮
域
東
問
中
川)
調
査
で
検
出
さ
れ
た
ω
0
2
5
の
南
延
長
線
上

の
いぶ
端
部
に
あ
た
り 、
後
者
は
%
以 ド米
両
の
外
刷
と
な
る
も
の
で
あ
る 。
〈H
流
地

点
は
水
流
の
た
め 、

広
範
聞
に
わ
た
っ
て
側
峨
が
伏
り
取
ら
れ
て
い
る 。
ま
た

併
の
中
に
は
数
条
の
杭
列
が
あ
り 、
こ
の
・部
分
は
少
な
く
と
も
3
阿
の
諮
山
工
事

が
あ
っ
た
と
舵
定
さ
れ

る 。出
ω
o-Mmo
のい問
側

川以hLNロ'h本・

上
縁
か
ら
南へω印・吋m

の
と
こ
る
に 、
必
凶
出

お1: 6 1刈

ω
0ιoom(1m〉

あ
り 、
東
に
流
れ
て
南

北
併
と
合
流
す
る 。

ヂ
以
-M
発
抑
刊州
代
続
mm

OHMmo
と
ω
OAoom
の
川
に
は
矧
皆
な
泣
川仰
が
な
い
の
で 、
e」

の
間
が い米
凶
に
辿

ら
な
る
二
条
大
路
の
路
刑
制
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
ω
ロω泊目白
は
ω
ロム。om

と
4
m
断
て
て
平
行
す
る
併
で 、
南
北
部に
合
流
し
て
い
る 。
こ
の
4
m
の
川
に

は
雌
土
が
あ
り 、
南
北
併
の
酉
縁
に
沿っ
て
南へ
直
角
に
泊
っ
て
い
る 。
成川
土
而

に
は
寄
付
列
も
あ
り 、
築
地
ω
〉ムO
B
と
考
え
る 。
時ω
o
s
g
は
築
地
の
下
を

石
組
陥
渠ω
Oω
室町
で
通
し
て
い
る
が 、
後
に
使
用
不
能
と
な
っ
た
よ
う
で
そ
の

市
に
木
凶
陥
渠
が
設
け
ら
れ
て
い
る 。

出
北
川仰
の い米
側
上
縁
か
ら
点へ
約
m
m
の
位
位
で 、
ド附
北
に
点
る
出ω
UωUH­

-
A
(--∞m〉
を
検
川
し
た 》
こ
の
間
は
2
附
則
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る 。
す

な
わ
ち 、
京
か
ら
西
行
す
る
併ω
Oωu
g
|

〉
つ・∞m)
が
ω
ロωUH-
-

〉
に
後

続
し 、
そ
れ
を
切
っ
て
総
ω
o
s
g
|

∞
(
邸
側)
が
直
角
に
山
り
南
行
し
て
い

る 。
昨
ω
Oω
gm
の
南
縁
か
ら
さ
ら
に 、
総
の
東
側
上
縁に
沿
っ
て
淘へ
絞
く
雌

土
が
あ
っ
た u
こ
の
部
分
は
築
地
ω
〉
包ON
公
ムm〉
で
あ
る
が 、
こ
こ
で
は
築

地
従
抗
州
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た 》
ま
たい附
に
い机
く
太
郎
分
は 、
湘
蹴
川
ぷ
凶叩
の

下
に
な
っ
て
い
る
た
め
全
体
の
係
相
を
臨
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た ω
こ
の

築
地
は
築
地
ω
〉品0
8
と
同一
点
回
線
上
に
あ
る “
な
お
こ
れ
ら
の
総
は
索
侃
り

で 、
特
別
な
護
岸
施
設
は
な
か
っ
た ω

ω
0ιouo
と
ω
Oω∞
ニ
|

〉
と
の
間
は 、
中
世
の
術一
条
が
南
北
に
蛇
行
し
て

い
る
ほ
か 、
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た 》
こ
の
川
は
約
加
m
あ
り 、
陶
北
に
辿

じ
る
京一
一坊
大
路
の
路
而 一川
で
あ
る ω
築
地
と
大
路
の
関
係
を
み
る
と 、
築
地ω

ヵ:

〉品0
8
は
三
条一
一切
の
北
米
を
限
る
も
の
と
な
り 、
築
地
ω
〉
SOM
は
三
条
二
幼

の
北
西
を
限
る
こ
と
に
な
る 。

ul 

二
条
大
路
と
東一一切
大
路
と
の
交
差
点
は 、
南
北
品川
が
口
泊
し
て
い
る
た
め 、
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二
条
大
路
の
中
央に
僑ω
)EONO
を
架
し
て
い
る。
橋
幅は]ω・ιm
あ
り 、
橋
杭

7
本(
桁行ω・∞m 、
抗間各M・ωm)
の
橋
台2
些
か
ら
なっ
て
い
る。
橋
杭
の
数 、

位
位
な
ど
か
ら
し
て .
少
な
く

と
も3
回
の
改
修
が
あっ
たこ

と
が
わ
か
っ
た 。

橋
下に
は
水
流が
淀
む
問
所
が
あっ
た
た
め
か 、
出
の
側
壁に
めっ
て
・行
機
物の

堆
積
層が
あ
り 、
出
土
し
た
木
聞
の
大
部
分は
こ
こ
か
ら
発
見
し
た u
ま
た 、
こ

の
附
近
よ
り
大
型
の
瓦
製
擬
宝
仙却
が
出
土
し
て
お
り 、

橋
の
欄
干に
用
い
ら
れ
た

と
考
え
る。
(口
絵参照〉

�132次1�!，11t.地域ソ�mlJ区l

dJ 
�生

4ll … IF  
tl1 81刈 、ド1i:も・東南|防次路線式閃

( í大内災図考訊:J に よ る )

昨日 そ び 考 は
の 終 え

あ う ?き ら
る き = イチー 至 l v 
k の 2

掘
立
位
建
物に
つ
い
ては

一
応2
時
期に
分け
て

(
時
期
お
よ

第 7 1苅

を
もっ
特
殊
な
構
造
の
建
物

で
あ
る。
残
存
し
て
い
る住

般
に
は、
径
約
別個
の
十
字

に
組
ん
だ
枠
木
が
柱
の
下
端
に
は
め
よ
ん
で
あっ
た 。
柱
恨
の
技っ
て
い
な
い
柱

穴
で
も
枠
木が
残っ
て
い
た ν
こ
れ
は
純
を
安
定
す
るた
め
に
組
ん
だ
も
の

と
思

わ
れ
る。
全
体
に
柱
穴
を
深
く

穿
ち 、
ま
た
柱
が
太い
こ

と
な
ど
か
ら
考
え
る

と、
高い
倭
の
よ
う
な
性
絡
の
建
造
物で
あっ
た

と
想
像
さ
れ
る。
こ
の
種
の
建

物は、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
もの
で
あ
る。
掘
立
柱
建
物

ω
回ω由
ミは
二
条
大
路
上
に
あっ
た
こ

と
に
な
るが 、
西
安
正
簡
の
位
置に
長
さ

N・∞m
の
橋ω
×ω由MOが
あ
り 、
両
者は一
述
の
もの

と
考
え
ら
れ
る。
ま
た .

三
条
二
幼
西
北
隅
に
掘
立
住
建
物ω
切
お
さ・ω∞
コ
が
あ
る。

こ
の
ほ
か
の
遺
構
と
し
て 、
ω
∞ω由
誌の
陶
に
柵
列ω
〉ω∞
ミ・ω
可。.
包
告

が
あ
る。
柵は
点
西
万
向に
二
条
が
弁
列し 、
井
戸ω
開ω由∞。の
州
方が
切っ
て

い
る。
井
戸は
底
部に
以
下
段
の
木
枠
組
が
わ
ず
かに
践
り 、

二
条
の
瓦
製
土
管

を
配
し
て
滋
水
し
て
い
る。
土
管に
は
半
以
さ
れ
る前
の
丸
瓦
が
利
用
し
て
あっ

た 。
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半
減
符
以
前
の
泣
桝
と
し
て、
弥
生
式
時
代
の
桝一
条
が
調
査
地
域
の
京
で
南

北
に
蛇
行
し
て
い
る
の
を
検
出
し
た。

以
上、
各
泣
怖
に
つ
い
て
略
述
し
た
が、
こ
れ
を
平
安
百
東
南
附
と
比
蚊
し
て

み
る
と、
こ
の
両
者
は
極
め
て
頬
似
し
て
い
る
〈
第
7
凶、
第8
凶
参
照)
。
す
な

わ
ち
ω
OHM
S
は
宮
城
南
聞
の
外
掘
と
な
り、
ω
ロムOUO
が
宮
城
東
面
の
外
期
と

な
っ
て
い
る
な
ど
同
じ
で
あ
るd
平
安
富
と
の
迎
い
は
ω
0
2
5
の
務
が
な
い
こ

と、
宮
城
東
面
の
外
掘
は
二
条
大
路
を
打
通
し
て
南
に
流
れ
て
い
る
こ
と、
そ
の

た
め
東一
幼
大
路
の
道
帆
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る》
ま
た
平
安
官
の
築

垣
心
々
距
離
は
大
宮
大
路
で
ロ
丈、
二
条
大
路
の
口
丈
に
対
し
て.
-半
減
官
で
は

京一
一坊
大
路
の
帆
が
1
丈
釦
か
く
な
っ
て
い
る。

路
而
に
つ
い
て
は
節
目
次
淵
行
の
朱
雀
門、
第
幻
次
北
地
区
調
査
で
は一
部パ

ラ
ス

蚊戸
仰
が
認
め
ら
れ、

附
耐
の
状
態
が
悦・
挺
さ
れ
て
い
る
ω

こ
こ
で
は
日
以
に

も
述
べ
た
よ
う
に
後
世
の
削
除
を
う
け、
道
路
敢
に
は
そ
の
-hm
跡
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
たν
し
か
し
三
条一
幼
附
近
の
土
質
と.
二
条
大
路
と
で
は
か
な

り
の
相
違
が
み
ら
れ
る。
こ
の
こ
と
は
何
者
の
腿
役
時
則
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

逃
物
は
重
要
な
も
の
が
数
多
く
出
土
し
た
が、
と
く
に
裕
か
ら
の
出
土
品
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る。

慌
の
う
ち
で
も
ω
OAO
き
か
ら
披
も
多
く
出
土
し

瓦、
土
様、
木
製
品
顔、
金
属
製
品、
石
製
品
な
ど
多
極
に
わ
た
る。
そ
の
う
ち

顕
若
な
も
の
を
あ
げ
る
と
土
潟、
土
鏡、
六
百
数
十
点
に
わ
た
る
木
簡.
品
川
土

然、
木
製
人
形、
硬
玉
川以
勾
玉、
綜
制
粁
瓦
が
あ
る。
緑
刺
粁
瓦
な
ど
は
こ
れ
ま

で
平
成
宮
内
で
は、
出
土
を
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る叫
〈
n
E
師
同
参
照)

そ
の
ほ
か
と
く
に
注
目
に
川
す
る
こ
と
は、

金
属
製
品
が
大
註
に
間
七
し
た
こ

平
城
市出
発
問側
湖
脊一
概
報

と
で
あ
る。
品
U
も
各
組
に
わ
た
り
和
銅
銭
を
は
じ
め
と
し
た
各
組
の
銅
銭、
制

鋭
片、
海
老
錠、
帯
金
具、
飾
り
金
具.
鉄
鉱.
錐

釘

針.
針
金.
玉
知
な

ど
が
あ
る。
隆
平
永
宝
の
ご
と
き
は、
一
括
し
て
EO
枚
以
上
の
山
土
が
あ
っ
た。

と
く
に
金
属
製
品
や
大
誌
の
鉱
浮
の
出
土
は
附
近
に
鍛
治
関
係.
官
工一
加
が
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る。

出
ω
0ιouo
は
出
土
造
物
か
ら
み
て.
か
な
り
の
年
代
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
るω
ま
た
国
土
中
よ
り
少
な
く
と
も
叩
世
紀
を
降
ら
な
い
唾
宜、

松
制
水
瓶、
士
師
鴨川、
須
恵
総
が
山
土
し
て
い
るω
こ
れ
ら
の
も
の
は
桝
の
四
役

時
期
を
附
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
る。

二
の
地
以
で
は
明
ら
か
にい米一
一切
大
路
を
検
山
し
得
た
が、
符
城
京
而
北
門、

中
門
の
束
位
位
に
あ
た
る
那
辺
次
北・
南
地
区
の
調
査
で
は
大
路
の
推
定
位
世
に

附
州、
倒
立
れ
辿
物、
井
戸
な
ど
の
泣
帥仰
が
発
見
さ
れ、
大
路
と
し
て
認
め
難
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
たu
こ
の
こ
と
は
京一
一切
大
路
と
の
凶
係
に
つ
い
て、
重
要
な
疑

川
を
拠
起
す
る
も
の
で
あ
る。

奈
良
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー

建
設
地
調
査

宮
城
函
面
外
堀

こ
の
場
所
は
第
H、
日
次
調
査
地
域
の
ほ
X
中
間
で、
県
道
を
隔
て
た
宮
城
西

国
外
捌
に
あ
た
る。
こ
こ
は
簡
易
保
険
郵
便
年
金
福
祉
事
業
団
に
よ
る
奈
良
簡
易

屋

保
険
保
護
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
と
な
っ
た
た
め、

小
規
悦
な
ト
レ
ン
チ
〈
東
西
ω

m、
南
北
6m〉
を
穿
っ
て
追
桃
の
存
否
を
検
討
し
た。

そ
の
結
果、
西
国
の
築
地
大
垣
の
中
心
よ
り
塙
地
を
隔
て
て
西へ
約
ロ
m
の
と

こ
ろ
で、
併
の
凶
側
上
縁
を
検
川
し
た。
山仰
の
京
半
郎
は
道
路
の
下
へ
続
い
て
い

る
た
め
桝
幅、
東
側
上
縁
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が、
宮
以
四
而
の
外
刷
と
考
え

る
も
の
で
あ
る。
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じ
る
西一
一切
大
路
の
路一川
幅
で
あ
り 、
前
は
大
路
の
側
併
と
推
定
で
き
る 。
・ま

た

こ
の
西
に
接
し
て 、

わ
ず
か
な
機
土
の
痕
跡
を
認
め
た 》
し
か
し
こ
の
地
核
は

全
体
に
後
世
の
削
平
を
受
け
て
い
る
の
と 、
小
規
模
な
ト
レ
ン
チ
の
た
め
に
明
確

な
も
の
を
検
山
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た ω
出
土
造
物
は
上
総 、
屋
瓦
の
ほ
か 、

緑
制
陶
器
片
な
ど
が
あ
っ
た 。

(
石
井
則
孝・
三
輪
京
六)

奈
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治
川仰
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

婦
の
上
縁
か
ら
西
へ
約
加
m
の
川
は 、

た 。

更
に
こ
の
凶
に
は 、
幅
約N・吋m
の
浅
い
桝
状
の
凹
み
が
あ
り 、

総
底
と
み
ら
れ
る
砂
の
堆
秘
が
あ
っ
た ν
こ
れ
に
よ
り

初
m
の
間
が 、

部
分
的
に

南
北
に
通

γ- ，》'fJ4

h守・Hm'41jq，

ドドμ
小
の
時
期
区
分
A・
B-
C
は 、
同一
地
区
で
の
相
対
的
な
作
列
で
あ
っ
て 、

各
地
区
に
仲内
通
し
た
も
の
で
は
な
い .
ま
た
性
問
寸
法
は
概
数
似
を一不
す .

先
日比
建
造
物
池
山

地区| 州 I jl1 椛 | 伺i laJ I 刷11) -)法 I Wi 量d手桁 行 I � 行
間 m 口1

A S A3555 6以上 2 . 7  
S A3557 5以 上 2 . 2  

第25 
S A3590 26以 ヒ 2.6  

次
S A3640 3 x 3  2 2 北瓜i
S A3642 4以上 ? 2 . 1  

西 S A3680 11以 上 2 . 6  

而!E"ド1 S 83690 5以上 x 2 2.6  2 .6  
B S 83560 7 x 2  2 . 3  2 . 3  

S A3567 7以 と 2 . 8  
9 S 83599 3 x 2  1 . 7  1 .8 

A以lìíj S 8 3773 4 x 2  1 .6 1 . 4  
S 83774 2 x 2  2 1 . 6  

A S X3720 橋
第27 

S K3768 礎阪あ り 、 5.3m 

次
S A3780 9以 ヒ マ 3 門あ り
S A38∞ 築地さArγ2 S A3805 10以上 3.5 一

次

l2村3 
S A3818 10以 k 3.5 

B S 83795 35以上 2 . 2  ílíl合
S A3750 12以 l二 2.4  

C S A3740 32以上 3.0 
S A3810 築地

A S 83870 3 ?  x 3以上 2 . 8  2 . 8  �Ijlljutj ? 
S A3902 築地、 容|主な し

3第2 
S 8 3907 3以上 x 2 3 2 . 3  
S X3920 2 1 . 2  続

次 S A3967 4 3 

事E使
S A3970 8以上 マ 3 . 2  
S B3975 1 x 1  9 5 関H寺住15m
S A3981 6以上 マ 3 

隅 S A4∞5 6以上 ? 6 築地�位:
S X4020 6 2 目 1 l\ffi 

B S 8 3871 2以上x2以上 2 . 5  2 . 3  �t瓜i
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